
は
、
直
面
し
た
者
で
な
け
れ
ば
と
う
て
い
理
解
出
来
ま
い
。
失

業
し
た
日
本
人
に
追
打
ち
を
か
け
て
の
超
イ
ン
フ
レ
、
卵
一
個

十
銭
だ
っ
た
の
が
千
円
に
、
豚
肉
百
匁
一
円
二
十
銭
が
一
万
二

千
円
に
暴
騰
し
た
。
日
本
人
は
帰
国
ま
で
の
食
い
つ
な
ぎ
に
必

死
。
暴
動
、
略
奪
が
起
き
な
か
っ
た
の
が
、
せ
め
て
も
の
幸
せ

だ
っ
た
。
立
場
の
逆
転
し
た
今
は
、
い
つ
中
国
人
に
呼
び
出
さ

れ
る
か
の
不
安
は
一
瞬
た
り
と
脳
裏
か
ら
離
れ
な
い
。
現
に
連

れ
去
ら
れ
た
人
達
は
、
わ
れ
わ
れ
が
石
門
を
去
る
日
ま
で
、
遂

に
姿
を
現
わ
さ
な
か
っ
た
。

二
十
一
年
二
月
、
引
揚
げ
の
た
め
、
住
民
一
千
五
百
人
無
蓋

車
に
乗
り
出
発
し
た
。
途
中
種
々
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
っ
た
が
、
長

辛
店
、
天
津
の
収
容
所
生
活
を
経
て
塘
沾
か
ら
米
艦
Ｌ
Ｓ
Ｔ
に

乗
り
、
二
十
一
年
五
月
二
十
七
日
佐
世
保
に
入
港
、
石
門
出
発

以
来
四
か
月
振
り
に
緑
し
た
た
る
懐
か
し
い
祖
国
に
第
一
歩
を

し
る
し
た
。

北
京
よ
り
帰
る
　 

愛
知
県
　
長
谷
部
福
美
　 

支
■
事
変
も
日
を
経
る
に
従
い
、
日
本
軍
が
中
国
の
奥
地
に

進
出
、
そ
の
後
方
を
守
り
固
め
る
か
た
ち
で
日
本
か
ら
移
民
を

続
々
と
送
り
込
ん
だ
。
北
京
・
天
津
等
の
主
要
都
市
に
は
昭
和

十
四
年
頃
に
は
、
数
万
人
の
居
留
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
を
行

い
、
そ
の
子
弟
の
教
育
機
関
も
整
備
さ
れ
て
き
た
。

昭
和
十
四
年
五
月
、
愛
知
県
よ
り
北
京
日
本
大
使
館
に
出
向

を
命
ぜ
ら
れ
、
六
月
七
日
、
北
京
駅
に
降
り
、
目
前
に
正
陽
門

を
見
る
。
日
本
大
使
館
に
出
頭
、
北
京
日
本
青
年
学
校
に
配
属

さ
れ
る
。

学
校
は
西
城
に
あ
り
、
旧
兵
舎
を
改
造
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
四
年
半
、
昼
は
普
通
科
、
夜
は
本
科
と
日
本
内
地
と
同

じ
教
育
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
一
月
、
中
華
航
空
株
式
会
社
（
日
本
の
国
策
会

社
）
が
私
立
の
青
年
学
校
を
建
て
る
要
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、



公
立
の
教
員
を
退
職
し
た
。

校
務
に
慣
れ
た
頃
、
突
然
総
裁
よ
り
呼
び
出
さ
れ
、
航
空
燃

料
の
製
造
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
戦
局
は
日
増
し
に
苛
烈
と
な
り
、

航
空
燃
料
が
枯
渇
し
、
そ
の
補
充
を
緊
急
に
求
め
ら
れ
る
状
況

に
な
っ
た
の
で
、
ド
イ
ツ
で
発
明
さ
れ
た
植
物
油
よ
り
航
空
燃

料
を
精
製
す
る
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
機
械
の
設
計
に
愛
知
県
出
身
の
志
水
節
夫
氏
（
日
大
工

科
出
身
）
が
あ
た
り
、
実
験
は
二
人
の
担
当
で
あ
っ
た
。
実
験

場
は
北
京
西
郊
飛
行
場
の
格
納
庫
の
一
部
を
使
い
、
機
械
を
据

え
作
業
に
入
る
。
数
回
の
実
験
の
後
、
精
製
さ
れ
た
も
の
を
飛

行
機
に
実
際
に
使
用
す
る
。
高
度
三
千
メ
ー
ト
ル
を
飛
ぶ
、
結

果
は
良
好
で
あ
る
。

早
速
工
場
を
天
津
に
建
て
る
こ
と
に
な
り
、

北
京
と
の
間
を
往
復
し
て
建
設
に
か
か
る
。

完
成
は
二
十
年
八
月
末
と
決
め
、
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
る
。
実

験
場
も
拡
充
さ
れ
、
生
産
体
制
が
整
備
さ
れ
る
。
そ
の
頃
、
飛

行
場
で
は
沖
縄
に
出
撃
す
る
特
攻
隊
の
訓
練
が
日
夜
行
わ
れ
、

時
に
は
急
降
下
し
つ
つ
、
地
上
に
突
入
す
る
練
習
機
も
あ
り
、

戦
況
は
日
々
厳
し
さ
が
増
す
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。

八
月
十
五
日
正
午
、
飛
行
場
の
中
の
集
会
場
に
全
従
乗
員
の

集
合
が
行
わ
れ
、
訓
練
中
の
特
攻
隊
員
も
参
加
し
て
、
ラ
ジ
オ

の
放
送
を
聞
い
た
。
電
波
の
関
係
で
、
音
が
乱
れ
て
ハ
ッ
キ
リ

し
な
い
が
日
本
は
敗
れ
た
の
で
あ
る
。
泣
き
崩
れ
る
老
人
、
茫

然
自
失
、
骨
の
芯
の
力
が
抜
け
て
ゆ
く
。

異
郷
の
地
で
迎
え
る
敗
戦
、
今
後
ど
う
な
る
の
か
、
会
社
は

十
一
月
末
を
待
っ
て
閉
鎖
と
告
げ
ら
れ
、
翌
日
よ
り
整
理
に
入

る
。
天
津
の
工
場
の
片
づ
け
が
す
む
と
、
済
南
・
青
島
に
出
張

を
命
ぜ
ら
れ
、
小
型
飛
行
機
で
飛
ぶ
。
大
陸
の
空
は
平
穏
で
あ

る
。
済
南
か
ら
青
島
に
向
う
途
中
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｂ2
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の
大
型

機
よ
り
食
糧
・
医
薬
品
が
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
降
下
す
る
模
様
は

花
が
一
時
に
咲
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
青
島
は
な
ん
の
異
変
も

な
い
、
平
和
そ
の
も
の
で
あ
る
。
所
長
か
ら
カ
ニ
の
馳
走
を
受

け
る
。
街
は
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

北
京
に
帰
る
と
、
資
材
の
引
き
渡
し
で
あ
る
。
二
十
余
人
の

社
員
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
重
慶
よ
り
到
着
し
た
中
国
空
軍
の
楊

少
佐
に
渡
す
。
一
切
の
リ
ス
ト
の
作
成
で
あ
る
。
膨
大
な
資
材

を
品
目
別
に
数
量
を
記
入
し
て
提
出
す
る
の
で
あ
る
が
、
一
度

で
終
ら
ず
、
二
度
三
度
と
品
目
と
数
量
を
書
き
替
え
て
提
出
さ

せ
ら
れ
た
。



我
々
は
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
行
う
の
で
あ
る
が
、
中
国
国
民

党
の
腐
敗
を
現
実
に
示
す
も
の
と
理
解
し
た
。
十
一
月
に
入
る

と
、
■
人
の
引
揚
げ
と
同
時
に
社
員
の
引
揚
げ
も
始
ま
る
。
我

々
は
会
社
の
整
理
を
終
っ
て
最
終
組
で
引
揚
げ
る
た
め
、
居
残

る
こ
と
に
な
る
。
幸
い
私
は
単
身
赴
任
で
身
軽
で
あ
っ
て
、
そ

の
点
は
安
心
で
あ
っ
た
。

十
二
月
に
入
る
と
、
多
く
の
社
員
は
引
揚
げ
、
我
々
は
中
国

空
軍
に
留
用
と
き
ま
り
、
仕
事
を
続
け
る
。
当
時
の
北
京
は
、

治
安
は
さ
ほ
ど
悪
く
は
な
か
っ
た
が
、
以
前
同
僚
で
あ
っ
た
山

形
県
出
身
の
斎
藤
君
が
夜
半
強
盗
に
襲
わ
れ
、
家
族
を
守
っ
て

十
数
カ
所
刺
さ
れ
て
死
亡
し
た
。
家
族
の
帰
国
す
る
の
を
見
送

っ
た
時
は
胸
を
裂
く
哀
れ
と
深
い
悲
し
み
を
味
わ
っ
た
。

年
を
越
し
、
二
月
末
中
国
側
の
解
除
が
あ
り
、
副
総
裁
を
は

じ
め
、
居
残
っ
た
全
員
が
帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
、
北
京
を
三

月
下
旬
出
発
、
塘
沽
で
乗
船
を
待
つ
。
収
容
所
の
野
天
に
は
通

過
す
る
人
達
が
残
し
た
と
思
わ
れ
る
家
財
道
具
が
山
と
積
ま

れ
、
雨
に
濡
れ
て
い
る
。
乗
船
名
簿
を
作
成
し
て
提
出
、
四
月

に
乗
船
と
き
ま
る
。
途
中
旅
順
の
沖
合
と
思
わ
れ
る
附
近
で
ソ

連
艇
の
臨
検
を
受
け
る
。
後
程
分
か
っ
た
が
、
軍
人
の
有
無
を

取
調
べ
た
と
い
う
。
船
に
は
、
女
と
子
供
と
年
輩
の
男
が
多
か

っ
た
の
で
、

な
ん
ら
問
題
な
く
釈
放
さ
れ
佐
世
保
に
入
港
し
た
。

日
本
は
新
緑
の
候
、
実
に
き
れ
い
だ
。
帰
国
し
た
感
慨
が
ひ

と
し
お
身
に
し
み
る
。
四
月
十
八
日
、
早
朝
名
古
屋
に
降
り
る
。

私
の
青
春
の
七
年
近
く
を
過
ご
し
た
北
京
で
の
生
活
は
終
る
。

今
、
故
郷
に
帰
る
。
明
日
か
ら
の
き
び
し
い
苦
難
が
待
っ
て
い

る
。
全
生
活
を
か
け
、
国
家
の
尖
兵
と
し
て
報
国
の
七
年
間
、

報
い
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。

私
の
体
験
　 

大
分
県
　
大
塚
覚
　 

昭
和
十
五
年
九
月
上
旬
、
燃
ゆ
る
闘
志
を
胸
に
秘
め
、
決
意

も
新
た
に
上
海
航
路
長
崎
丸
の
客
と
な
り
、
長
崎
港
を
出
港
、

二
十
四
時
間
の
船
旅
で
上
海
の
波
止
場
に
降
り
立
っ
た
。

途
中
船
中
で
は
二
度
と
踏
む
こ
と
も
な
い
か
も
知
れ
ぬ
祖
国

の
山
々
を
視
界
か
ら
消
え
去
る
ま
で
一
人
上
甲
板
で
感
慨
無
量

の
想
い
で
網
膜
に
焼
付
け
た
の
も
昨
日
の
出
来
事
の
よ
う
な
気




